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Abstract

　　／solepis 　crassiuscul α Hook ，　f．　is　distributed　irユ Japan，　Indonesia，　Papua 　Ncw 　Guinca ，　Austra −

］ia　and 　New 　Zealand ．　 In　Japan，五 cra ∬ iuscula　lsfoulld　only 　in　Shirakawa−shi，　Fukushirna 　Profec−

ture ，　 and 　 is　hsted　in　 Erldarlgered 　Species　List　of　Japan ．　 Tlle ⊂，rigm 　 and 　phytogcnctic 　 relati （）n −

ships 　of 　JapaneseLcrasst／uscula 　was 　investigated　using 　chloroplast 　DNA 　sequence 　data．　The 　chro −

mosome 　number 　of　L　c
・
rassiuscula 　was 　2n − 96，　wllicll 　was 　the　highcst　number 　in　the　genlls な o −

lel）is．　Relati〔，nships 　 among 　ten 　 specics 　of 　Isoiepi：∫ are 　 explored 　 using 　rbcL 　and 　trnL　intron　se−

quence　data．　 Our 　mOlCCular 　data　show 　a　cbsc 　ph ｝
・1⊂，genetic　relatiorlship 　betwccn 　Japanese　alld

Australian　 I．　 cra ∬ iuscuia．

Key 　words ；chloroplast 　DNA 、　chromosome ，　Cyperaccae，　lso蜘 ゴs　cr α ss
・iz‘scul ‘l　Hook ．　f．，功 cL ，　tm ム

intron

要旨　ビ ャ ッ コ イ 怖 σゆ お crassiuscuia 　Hook ．　f．〕は 目 本 と イ ン ドネ シ ア 、パ プ ア ニ ューギ ニ ア，オ
ー

ス トラ リア ，ニ
ュ
ージー

ラ ン ドに 分布す る こ とが 報告 さ れ て い る．日 本で は 福島県白河市の み に 生 育 し

て お り，絶 滅 危 倶 種 （IB）に 指定 さ れ て い る．本研究 で は 日本産 ビ ャ ッ
コ イの 染色体 と葉緑体遺伝子 の 解

析を行 った．そ の 結果， ビ ャ ッ
コ ．イ の 染色体数 は 2nr96 で あ り ， 今 ま で に 報告 され た ビ ャ ッ コ イ 属 の

他 種 よ り も高次 の 染色 体数 を 持 っ こ と が 明 ら か に な っ た．ま た，ビ ャ ッ コ イ 属 10 種 に っ い て 葉緑体

rbcL 遺 伝
．
　rと lrnL 　intron 領域 の 比較 を 行 な っ た 結 果，　 H 木産 ビ ャ

．
ソ コ イ は 1司属 9 種 よ りも，オ

ー
ス

ト ラ リア 産 ビ ャ ッ
コ イ と相同性が高い こ とが 明 らか に な っ た．

　ビ ャ ッ
コ イtc　／solepis 　R ，　Br．は 広義 の ホ タ ル イ属 Sc  π∫ L，　s，9．に 含まれ て い た が

， 現在

で は独立 した属 と して扱わ れ て い る， ビ ャ ッ コ
．イ属 は ア フ リカ や オ ー

ス ト ラ リア な ど の 南半

球に 65 種が分布 し て い る が ，そ の うち の 4 種 は ユ
ー

ラ シ ア大陸や 北 ア メ リ カ大陸に も生育

して い る． ビ ャ ッ コ イ lsolepis　crassiuscula 　Hook ．　L は 口本 と イ ン ドネ シ ア ，パ プ ア ニ
ュ

ー

ギ ニ ア ，オ ー
ス ト ラ リア

，
ニ ュ

ージ ー
ラ ン ド に 生育 し て い る （Kern 　1974，　Muasya 　and

Simpson 　2002 ）．日本で は 福島県白河 市の 湧水池 の み に 生育 し て お り， 福島県 の 天然 記念

N 工工
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図 1．　 ビ ャ ノ
コ イ の 植物体，小穂，痩果 お よ び体細胞分裂中期染色休像．A ： 植物体 （福島県西 白河郡

　　 表郷村金山 （現　白河市）， 2003年 9 月 1 日撮影）．B ； 小穂．　 C ： 痩果．　 D ； 体細胞中期染色体

　 　 （2n 二 96〕．

物に 指定 さ れ て い る （表郷村企画調整課 1996）．ま た， ビ ャ ッ コ イ は 生育地が 限 ら れ て い

る こ と か ら絶滅危惧種 （IB＞に指定 され て い る （矢原 2003 ）． ビ ャ ッ
コ イ は Makino （1905）

に よ っ て 新種 Scirpus　pseudofluitans　Makino と して 植物学雑誌第 19 巻に 記載発表 され た

が，そ の 後，Koyama 〔1958）は Scirpus　fiuitans　 L．　 subsp ．　pseudofluitans（Makino ）T ．

Koyama ，小 山 （1964）は Isolepis　crassiuscuta 　Hook ．　f．，大井 （1982）は Scirpus　crassiuscu −

lus（Hook ．　f．｝　Benth ．と再同定 して い る．

　 ビ ャ ッ コ イ は ほ ぼ沈水 して 生 育す る多年草 で あ る．長 い 走 出枝を 出 し，そ の 各節か ら 5−

10cm の 葉や 稈を生 じ る （図 1A ）．稈 の 先に狭卵形 の 小穂を 1個生 じ，長 さ は 5− 7　mm で

ある （図 IB ）．痩 果は 長楕 円形 で 両 凸 レ ン ズ状，柱頭 は 3 個，刺針状花被片 は な い （図

lC）．広義 の ホ タ ル イ属 とは刺針状花被片がな い こ とで 区別され る，

　Muasya 　2‘磁 （2001 ）お よび Muasya 　and 　Simpson （2002 ）は ， 分子系統解析に 基 づ い て

ビ ャ ッ コ イ 属 の 範囲 と属内分類群を整理 し， ビ ャ ッ コ イ を Jsolepis　crassiuscul α Hook ．　f．と

して 扱 っ た． しか し， こ れ らの 研 究 に お い て ， DNA 塩基配列 の 解析を行 っ た の は オ
ー

ス ト

ラ リ ア 産 1 個体 の み で あ る．本研究 で は 日本産 ビ ャ ッ コ イ の DNA 塩基配 列 を解析 し，

N 工工
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ビ ャ ッ コ イ属 に お ける 日本の ビ ャ ッ コ イ の 位 置づ けを試みた，また ，
こ れ ま で に 明 らか に

な っ て い な い ビ ャ ッ コ イ の 染色体を分析 した。

材料と方法

　ビ ャ ッ コ イ を福島県白河市 よ り2 株採集 し，葉緑体 rbcL 遺 伝子 と trnL　intron領域 の 塩

基配 列を決定 した ．DNA を抽出 し た 2 株は 証拠標本 と して 岡山理科大学植物標本庫に 収蔵

した （OKAY 　I9ユ65，19166 ＞．

　 ビ ャ ッ コ イ 属 69 種 は Ftuitantes，　lsogepis，111icrantltaeの 3亜 属 に 分 類 さ れ て い る

（Muasya 　and 　Simpson 　2002 ）． ビ ャ ッ コ イ は Ftuitantes亜属に分類され る．本研究で は，

日本産 ビ ャ ッ
コ イの 塩基配列の比較に

，
オ ー

ス ト ラ リア 産 ビ ャ ッ
コ イ を含む Fluitantes亜

属の 8 種 と Isolepis亜属 の 2 種 を用い た （表 1）．

（1） 塩基配列の 決定と比較

　 ビ ャ ッ
コ イ の 生葉 0．l　g か ら Nucleon　Phytopure 　Plant　and 　Fungal 　DNA 　Extraction

Kit （Amersham 　Biosciences　Co．）を用 い て 全 DNA を袖 出 し，タ ン パ ク質等 の 不純物 を取

り除 くた め に エ タ ノ
ー

ル 沈殿を行 っ た．次に PCR 法 によ る解析領域の 増幅を行 っ た．　 trnL

intron領域の 増幅は Taberlet　2‘祕 （1991），γ配 五 遺伝子の増幅 に は Olmstead　et　al．（1992）

の 方法に 従 っ た．また ， rbcL 遺伝子 の 増幅に は新 た に作成 し た rbcL −740R （GCTCTTTTG −

ATCATTTCTTC ＞，　rbcL −1434R （CTAGCTATCTAGTTTGTCTA ）の プ ラ イ マ
ーも使用 し

た．次 に，電気 泳動 に よ っ て 解析領域 の 増幅を確認、した．増幅 が確認で きた PCR 産物は

QIAquick　PCR 　Purification　Kit （QIAGEN 　Co．）を用 い て 精製 した．精製後の PCR 産物は

DYEnamic 　ET 　Terminator　Cycle　Sequencing　Kit （Amersham 　Biosciences　Co．）を用 い

て Cycle　sequence を行 い
，
　 ABI 　PRISM 　31Dautomated 　DNA 　sequencer に よ っ て 塩基配

表 1，解析 に 使用 した カ ヤ ッ リグ サ 科 ビ ャ ッ
コ イ 属 10 腫 の 採集地お よ び DDBJ ！EMBL ／GenBank 登

　　　録番号

種名 採集地

DDBJ ／EMBL 〆GenBank
　　　 登 録番号

rbcLtrnL 　intron

Cypcraceac

　fsolepis　R ．　Br，

　　Subgel1．　Fluitantes
　 　 　 i、cra ∬ iuscula　HOQk．　f．
　 　 　 1．crα∬ iuscuta　Hook．　f．
　 　 　 f，Nuitans〔L，）R．　Br．
　　　f，gram ・inoi（ies（R ．　W ．　Ilaines＆ Lye）Lye

　　　J．　inyangensis　Muasya ＆ Goetgh ．

　　　 J．ludwigii 〔Steud．）Kellth

　　　f，producta〔C．　B ．　Clarke）K ．　L．　Wilson

　　　J．rubicunda 〔Nees）Kunth

　 　 　 f，striatα （NCCs）Kurlth

　　 Subgen ．／sole1 ）is

　　　 孟cernua （VahD　Roern ．＆ Schult，

　　　五 setacea （L ．）R．　Br．

日本 （福島県白河市）

オ
ー

ス ト ラ リ ァ

ケ ニ ア

ケ ニ ア

ジ ン バ ブ ェ

南 ア フ リ カ

オ
ー

ス ト ラ リ ア

南 ア フ リカ

南 ア フ リカ

スリ

ア

ギ

ニ

イ

ケ

AB236355

AJ404706

Y12961Yl29601

气J297506
AJ404713

AJ404717

AJ404719

AJ4D4721

Y13014Yl2962

AB236356
AJ295777

AJ295780

AJ295782

A 亅295787

AJ295789
AJ295795
AJ295797

AJ295801

AJ295775

AJ295799
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列 の 決定を行 っ た．そ の 後，CLUSTAL 　W 　I．83 （Thompson 碗 畆 1994）を用 い て 塩基配

列を比 較 した．

（2） 体細胞分裂中期染色体の 観察

　ビ ャ ッ
コ イ の根端の 先端を約 5mln 採取 し，16℃ 0．002　M 　8一オキ シ キ ノ リン で 5 時闇前

処理 した．次に 固定液 （エ タ ノ ール ；酢酸 ＝ 3 ：1）に 浸し，

− 20℃ で 24 時間以上固定 し，

工 タ ノ ール シ リ
ーズ で 水和 した．次 に，60℃ lN −HCI に 根端 を 10 分間浸 し， 室温 の フ ク

シ ン 亜硫酸液で 1時間染色 した． 2％ ペ ク チ ナ ーゼ と 2％ セ ル ラ
ーゼ酵素混合液に 37℃ で 1

時間処理 し， D ．W ．で 水洗 した．そ の 後， 1％ ア セ トオ ル セ イ ン を滴下 し，押 しっ ぶ し法で

プ レ パ ラ ートを作成 した ．

結果 と考察

（1） 塩基配 列の比較

　福島県 白河市よ り採集 し た ビ ャ ッ
コ イ 2 株 に つ い て ， 葉緑体 rbcL 遺伝子と trnL　intron

領域の 塩基配列を決定 した．rbcL 遺伝子 は 1369 塩基，　 trnL 　intron 領域は 631 塩基 で あ り

2 株の 塩基配列 は 100％
一

致 した．

　次 に ，日本産 ビ ャ ッ コ イ と オ ー
ス ト ラ リァ 産 ビ ャ ッ

コ イ を含 む Ftuitantes亜属 の 8 種お

よび Isolepis亜属の 2 種 に っ い て ，　 rbcL 遺伝子 と trnL 　intron領域の 比較を行 っ た．

表 2． ビ ャ ッ コ イ 属 10 種 に お け る r加L 遺伝子 の 塩基 の 変異

13　 工6　 19　37　ffT　1鱈　11呂 ユ282052 ［72Z巳 2443854BI　 1825］15E ！

ー　　　
ノ凵

五 crα ss跏∫c祕α （ト本）

五 〇7α∬ 跏∫c躍 α （オ
ー

ス トラ リ ア ）

口，ド囁
龝
、撚 、「…「、

§
iGl

ぺ
響
穰 監 ，毳ε

C
蠡
GGGGGCGGG

驪

韈、
丁

整

TTTTTTTCC

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

鵬
戀黼
鷙

CCACCCCCC

築、、
驚…
TTCTTTTTT

鬱
論
GA

へ

AGGGGG

C

無
GGGGGGGAG

創

鱇
GG

：
GGGAG

＝

響
TTATTTTTT

媛駁
α．
CCCCGGCCC

覊
鬘酌
ρ

CC

八

CCCCGC

…
…

　

　篇

CCCCCCACCCC
　

繕
CCCCCCCGC

C
巽

霧
CCCCTCCCC

鳴

獵
靆
TTTTTTTTA

…
楚、
肇

TTTTCTTTT

　

　

GGAGAGGGG

攤
蠡

TTTTTTTTG

　1

　3341

．

6T891

〕

11

1．　crasszu ∫cuta

五　c7assflu ∫cu．ta
五 ゴ）r（）ducta
五）7ttitans
I　初y αη9 召η s露

J．grα觸 ゼη0 ビdεS

／．st・riata
去　7ubicunda

／．tud〃w ・igii
∫．cernua1
，setacea

溺

聡・
擢

CTTTTTTTT

鷹

　

¢

TCCCCCCCC

掴

馨
蹕

AAAGAAAAAA

− 1閣

　

　

コ

GGGGGGGG

蹴

GGGGAGGGGGG

− 1”

A石
ぺ

AAAAGAAAA

…
…

　

　

　
GGAGGGGGG

1脚

丁

竃

TTGTTTTTT

瑠

鐵
GGGGGGGGGT

 

響

鑞
TTTATTTTT

‘
嚇

C

肇
GGGGGGGAA

罰

鯲
熱

。

、

A

、

AAAAC

晒

　

職冖
撲……
TTATTTTTT

踴

羅
騨
CCCCCCCCTT

跏

　
奨

GGGGGGGGAG

嬲

鑽
CCCCCGCCC

徊

そ

靜
CCCCCGCCC

瞰

　

　

CTTTTTCTT

槲

驫
撃．
AAAAGGAGG

覦

奮−
CGTGTGGGTG

勵

謬
CCTCCCCCC

晒

鋤

ぼ

TTCTTTTTT

鵬

丁

軈

TTTTTTGTT

緲

軈
轡
CCACCCCCC

鬻

窪
霞

ぞ

TTTTTTTCT

脳

　

　

AAACAAAAA

騰

　

　
’
TCCCTCTTC

　

　

　

3　
@4@

　
　　　　π．
1　
E　
@9
　

0 　 1 騨 w鞴 繰 <TAB>

輌 <TAB>・
編黙

・

覊瀞丁・嚇 …

，、 ， 麟幾 　 アラ．イン メン ト後，分 析 し た1369 サイト のうち ， 変 異が 確 認 できた 44 サイトを抜 き出 し た ．表 の

の 数 字 は塩基 配列のm β番 を 示 し ，横 の数 字 は種に
対
応し てい

る
．⊥−9 がFl・ uitantes 亜 属，10− 11 が／εo ‘ ゆ 5 並属

太線 で囲っ た 部 分は 日本 産 と オ ー ス トラ リア 産 ビ ャッコイ の間 で 異な る 塩基

列を示
し
てい る 、 N 工 工一 Eleotronio 　
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ビ ャ ソ コ イ属 10 種に お け る trnL　intron領域 の 塩基 の 変異表3．

lj15　　2S　　〒δ　　巳う　　呂b　　δ了　　8S　　呂臼　　9臼　　91　　92　　駐乱　　94　　，5　　1
）6　　9i　　gH

尸
∂

明
劉
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一
一
一

　

　一

C
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職
耀「、
一
一
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一
一
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一

鰍
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一
一
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A
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飜
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＝
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一
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一
一
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懸
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慧
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一
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一

難
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弖
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一
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一
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嘗
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覧
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TTTTTTTTT
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驤
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／
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鱗
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攤
TTTTTTT

工

CCCCCCTCCCC1234iE7891011∫　‘尹
’
as ∫i撹 scrxla

1，ご，
尸
aSSt 乱 sc   la

LProd   c
膕
‘α
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　1 　アラインメン1 ・後，分 析した 647 サ イト の うち、変異 が 確

認
てきた1〔♪ 9 サイ トを抜き出した．表の1：の数 字 は塩 畢 配 列 の 1rlflas を 示

，横 の数字 は種 に対 心 し てい る ． 1 − 9 が R ”ITtitantes 　 Illll

， 10 −11 が 15 σ ♂ ゆ 6 亜 属， 太 線 て 囲 一 1た部 分 は H 本
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　rbcL 遺伝子 の 比 較に は 1369 サ イ トを 用 い ，44 サ イ トで 塩 基 置換が確認で きた．日本産

ビ ャ ッ
コ イ と Ftuitantes亜属 8種 を比較 した結果，最 も変異が 少なか っ た の は，オ ー

ス ト

ラ リ ア 産 ビ ャ ッ コ イ の 2 サ イ トの 置換で あ り， 最大 は ／solepis 　inyangensis の 17 サ イ トの

置換で あ っ た （表 2）．また，日本産 ビ ャ ッ コ イ と fsotepis亜属 2 種 の 比較で は 2 種 と も に

9 サ イ トの 置換が確認で き た．

　 ビ ャ ッ コ イ属 10 種 の trnL　intron 領域 の 比較 に は 647 サ イ トを用 い， 109 サ イ トで 変異

が 確認 で きた． 日本産 ビ ャ ッ コ イ と Fluitantes亜属 8 種 の 比較で，最 も変異が少 なか っ た

の は オ ース ト ラ リ ア産 ビ ャ ッ
コ イ の 2 サ イ トの 置換で あ り ， 最大は IsolePt

’
s　graminoides の

8 サ イ トの 置換 と 20 サ イ ト の 挿入欠失 で あ っ た （表 3），ま た ，日本産 ビ ャ ッ
コ イ と Jso一

彪ρ2s亜属 2 種 の 比較で は lsolepis　cemua の 17 サ イ トの 置換 と 33 サ イ トの 挿入欠失，

Isolepis　set α ce α の 23 サ イ トの 置換と 21 サ イ トの挿入欠失が確認 で きた．以上 の 結果か ら，

日本産 ビ ャ ッ コ イ の rbcL 遺伝子 と trnL 　intron領域は オ
ー

ス ト ラ リ ア 産 ビ ャ ッ コ イ と最 も

相同性が高 い こ とが 明 らか に な っ た （表 4）、

　Dhooge 　et　al．（2003 ＞は rbcL 遺伝子 と trnL 　intron領域を用 い て
，

ボ リ ビ ア 産 ， チ リ産，

ア ル ゼ ン チ ン 産 の カ ヤ ツ リグ サ科 Zαmeiosci7 　Pus　atacamensis を比較して い る．そ の結果，

rbcL 遺 伝子 に 1 サ イ トの 置換，　 trnL　intron領域 に 1サ イ トの 置換 と 4 サ イ トの 挿入欠失

が存在す る こ とが報告され て い る． また ， Senni　et 　al．（2005 ）は trnL 　intron領域を用 い て ，

北海道か ら中部地方 の ス ゲ属 3 種の 比較を行 っ て い る．そ の 結果，ミ ヤ マ ア シ ボ ソ ス ゲ 6個

表 4． ビ ャ ッ
コ イ 属 10 種の 間 で 異 な る塩基 の 数

1 2 3

2
　　4

（2，2｝

4 5 6 7 8 9 lo

3

4

卩
b

6

7

8

9

10

H

　 18

〔6，12）
　 21

〔3，18）
　 37

（17，20）
　 33
（5，28 〕

　 22

〔7，15）
　 19

〔5，14）
　 18
（4，14）
　 59

（9，50）
　 53
（9，　44）

　 18
〔6，12）
　 2315

，18）
　 35
（15，　20）

　 35

（7，28）

　 20

（5，15）
　 19

（5，14｝
　 18
（4，14）
　 61

〔11 ，50＞
　 53

（9，　44）

　 31
（7，24〕
　 45

〔19，26）

　 43

〔9，34）
　 34
〔11，23）
　 29
〔9，20〕

　 26

（4，22）

　 71
（15，56）
　 62

〔13，49）

　 16

〔14，2）
　 13

（2，11）
　 27

（10，17）
　 20

｛6，14）
　 21

（5，16）
　 62

〔12，50）

　 60

（10，50）

　 25
（16，9〕

　 39

（20，19）
　 34

（18，16）
　 35
（IZl8 〕

　 77C25

，52〕

　 74
（22，52）

　 39

（12，27）
　 32
（8，24）

　 33

〔7，26）

　 74

〔14，60）
　 72

（12，60）

　 19
（10，9）
　 18

（9，9〕
　 65
（16，49）
　 61

（14．　47＞

　 15

（7，8）
　 60
（14，　46）

　 54

58

（13，45）

57 67
（IO．44）　（11，46〕　 〔12，55、

　表 i1］の 数字 は 厂加 ゐ 遺伝子 と tt7tL　intron領域 の 種 間で 異 な る 塩墓の 数を示す．表の 上 と横の 数字 は表 2，3 に 示 した

種 各に対応 して い る．括弧内の 数 字 はそれ ぞれ アδcム 遺 伝 了，t・rnL 　intron領域の 異 な る塩基 の 数を示 して い る．捕入

欠 失は回数 で はな く，挿入欠 失 に 含まれ る塩基数を比較 L た．太線 で 囲 っ た 椰分 は □ 本産 と オ
ー

ス トラ リァ 産 ビ ャ ッ

コ イ の 問で 異 な る塩 基の 数 を示 して い る．
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体 の 塩 基配列 は 100％一
致 した が，イ ト キ ン ス ゲ 8 個体 に お い て 4 サ イ トの 置換，イ ワ ス

ゲ 10 個体に も 1 サ イ トの 置換 と 1 サ イ ト の 挿入欠失 が存在する こ とが報告され て い る． こ

の よ う に ，
カ ヤ ッ リグ サ 科で は生育地が異な る場 合 ， rbcL 遺伝子 と trnL　 intron領域の 塩

基 配列 に多型 が み られ る 可能性が あ る． し た が っ て
， 日本産 と オ ー

ス ト ラ リア 産 ビ ャ ッ
コ イ

の rbeL 遺伝子 と trnL　intron 領域で 確認で きた 4 サ イ トの 置換 も同様に種内変異 で あ る可

能性が高い と考え られ る，

（2） ビ ャ ッ コ イ の 分布

　 ビ ャ ッ コ イ の 分布 域 は 日本，イ ン ド ネ シ ア ，パ プ ア ニ
ュ

ーギ ニ ア ，オ
ー

ス ト ラ リ ア
，

ニ
ュ
ージ ー

ラ ン ドで あ り ， 北半球唯
一

の 生育地 で ある 日本 と南半球 の 生育地 は 4500km 以

ヒ離 れ て い る．ま た ， 南半球 の 生 育地 は標高 700−3900m の 山地 の 湿地 や 水辺 で あ る

（Kern 　 l　974，　Muasya 　and 　Simpson 　2002 ）、そ れ に対 して ，日本で は福島県白河市 の 不動

清水 と 1日鈴木邸 と呼ば れ る 2 ヵ 所 の 湧水池 の み で あ る，標高 は約 350m ，水温 は年間を通

して 10− 15℃ に保 たれ て い る （表郷村企画調整課 1996）．こ の よ うな地理 的隔離と生育地

の 環境 の 違 い か ら，北半球 と南半球の ビ ャ ッ コ イ が 別種 で ある可能性を考え た が ，今回の 結

果 は同種 とす る現在の 分類学的取 り扱い と矛盾 しな い こ とがわ か っ た ． こ の こ と か ら，日本

産 ビ ャ ッ
コ イ の 起源 と して は，もともと北半球 に 生育して い た集団が遺存的に残 っ た可能性

と ， 鳥な ど に よ っ て 運 ばれ た可能性 の 2 っ が考え られ る．

（3＞ 染色体の 分析

　 ビ ャ ッ
コ イ 属 で 染色体数 が 明 らか に され て い る もの は lsolepis　setacea の 2n ＝26，28

（Davies　 1956，　 Mieieta　 1986），　n ＝ 14 （Hoshino 　 et　al．2000 ），　Jsolepis　 cernua の 2n ＝48

（Tanaka 　1942 ）と lsolel）is　cernua 　f．　cernu α の 2n ＝54 （Dopchiz　and 　Poggio　1999）の 2 種

1 品種の み で あ る．な お ， 両種 に っ い て は ScirPusの もと で 染色体数が報告 され て い る．す

なわ ち ， Scirpus　set αceus で は n ＝14 （Galland　 1988 ），2n＝28 （Galland　 1988，　Pignotti

and 　Fiorini　l　998），　Scirpus　cernuus と して 2n ＝31
， 37， 60 （Pignotti　and 　Fiorini　l　998）で

あ る．本研究 で は福島県 白河市 よ り採集 した ビ ャ ッ
コ イ 1株 に つ い て 染色体を調 べ た．そ

の 結 果， ビ ャ ッ
コ イ の 染色体数は 2n ＝96 で あ り，染色 体の 長 さ は O．5− 14 μm で あ っ た

（図 1D ）．以 Eの こ とか ら，
ビ ャ ッ

コ イ属に も高次 の 染色体数が存在す る こ とが わか っ た．

今後は オ
ー

ス ト ラ リア の ビ ャ ッ コ イお よ び近縁種 の核型 と DNA を 分析 し，比較する こ と に

よ り， 日本産 ビ ャ ッ コ イ の 起源 と著 しい 隔離分布 の 原因に っ い て 明 らか に で きる もの と考 え

られ る．

　本研究を行 うにあ た り， ビ ャ ッ コ イ採集許可 の 申請と調 査で お世話に な りま した福島県教

育委員会と生涯学習課社会教育主事 の 鈴木純氏に 感謝 い た します．
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